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平成 18 年３月期  第１四半期財務・業績の概況（連結） 

平成 18 年２月 17 日 
会社名 ジェイ・エスコムホールディングス株式会社 （JASDAQ・コード番号：３７７９）

（ＵＲＬ http://www.j-escom.co.jp ）   
問 合 せ 先       代表者役職 代表取締役社長 

氏   名 名原 健治 ＴＥＬ：（03）－ 3507 － 6350 

             責任者役職 IR 本部部長 
氏   名 山本 浩之 
 

当社は平成 17 年 10 月３日に設立しておりますので、平成 17 年 10 月３日から平成 17 年 12
月 31 日までの期間を、平成 18 年３月期の第 1 四半期として開示しております。 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
１．当第１四半期におけるたな卸資産のたな卸高は、実地たな卸を行わず、前連結会計年度末にか

かわる実地たな卸高を基礎として、帳簿たな卸高によって算定しております。 
２．その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な手続きを用いております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
    平成 17 年 10 月３日会社設立後、まだ決算期を迎えておりません。 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 
平成 17 年 10 月 3 日会社設立時に比較して、連結及び持分法の適用範囲の異動はありません。

    
２．平成 18 年 3 月期第１四半期財務・業績の概況（平成 17 年 10 月３日～平成 17 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況     (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18 年３月期第１四半期 180 （－） △128 （－） △153 （－）  △155 （－） 
 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

18 年３月期第１四半期 △２ ６６  ―     
注 当社は、平成 17 年 10 月３日に設立しておりますので、四半期財務・業績の概況の前年同期実績及び対前年同

期増減率は記載しておりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
当第１四半期における我が国経済は、企業業績が好調に推移し、堅調な内需にも支えられて景気は

緩やかな回復を続けましたが、原油価格の高騰が企業収益に与える影響や、世界経済の動向により予

断を許さない状況で推移しております。 
 当期は平成 18 年４月の教科書改定を控え、当社主力商品である教科書完全準拠教材の端境期にあ

り、現有商品販売の第１四半期における売上が低位に推移することは、当初より折込済みであり、期

末にかけての来年度商品とのセット販売体制による売上の増加を見込んでおります。 
また、平成 17 年 10 月３日に株式会社エスコムからの株式移転により純粋持株会社として設立をし、

現在企業グループの再編成を推進しておりますが、たのめーるチャイナ設立、及び株式会社メロス化

学等との業務提携の今後の進捗につきましては適時開示してまいります。 
 この結果、第１四半期の売上高は 180 百万円、第１四半期純損失は 155 百万円となりました。 
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（2）財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 

株 主 資 本      
 百万円 百万円 ％ 円    銭

18 年 3 月期第１四半期 1,333  1,175  88.1    19 21 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 18 年３月期の連結業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通 期 1,022   △340 △474 

 (参考)1 株当たり予想当期純利益(通期) △８円 10 銭 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、将来

の業績に影響を与える不確実な要因が含まれているため、あくまで本資料発表日現在における仮

定を前提としています。実際の業績は、今後、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能

性があります。 
 
○ 添付資料 

（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 
 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
 当社（提出会社）は、平成 17 年 10 月３日付で株式移転により、株式会社エスコムの純粋持株会

社となっております。持株会社へ移行後は、まだ決算期を迎えておらず、特記する情報がございま

せん。 

［業績予想に関する定性的情報等］ 
当社は平成 17 年 10 月３日付で株式移転により、株式会社エスコムの純粋持株会社となっており、

持株会社へ移行後はまだ決算期を迎えておりません。平成 17 年 11 月 14 日に平成 18 年３月期通期業

績予想を発表しておりますが、この予想からの変更は現在においてはありません。 
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〔添付資料〕 
１．（要約）四半期連結貸借対照表       （単位：百万円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．（要約）四半期連結損益計算書          （単位：百万円） 

当四半期 
（平成 18 年 3 月期

第１四半期） 科  目 

金  額 
Ⅰ 売上高 180
Ⅱ 売上原価 102

売上総利益 77
Ⅲ 販売費及び一般管理費 206

営業損失 128
Ⅳ 営業外収益 3
Ⅴ 営業外費用 28

経常損失 153
Ⅵ 特別利益      ―   
Ⅶ 特別損失 ―  

税金等調整前四半期（当期）純損失 153
法人税等 1
四半期（当期）純損失 155

 
 

科    目 
当四半期 

（平成 18 年 3 月期

 第１四半期末）

 金  額 
（資産の部） 

Ⅰ 流動資産 
流動資産合計 1,234

Ⅱ 固定資産 
有形固定資産 24
無形固定資産 ０

投資その他の資産 74
固定資産合計 99

資産合計 1,333
（負債の部） 

Ⅰ 流動負債 
流動負債合計 128

Ⅱ 固定負債 
固定負債合計 29

負債合計 158
（少数株主持分） ―

（資本の部） 
資本合計 1,175

負債・少数株主持分及び資本合計 1,333


